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一

　

本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
）
の
四
声
に
つ
い
て
の
認
識
は
『
漢
字

三
音
考
』（
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
刊
）
の
「
四
声
の
事
」
に
お
い
て
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
宣
長
の
認
識
に
は
一
見

し
て
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
宣
長
は
、
は
じ
め
に
日
本
に
伝
わ
る
四
声

と
当
時
の
中
国
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
四
声
の
調
値
を
述
べ

る
。
日
本
の
四
声
に
つ
い
て
の
記
述
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

皇
国
ニ
テ
ハ
。
昇
ラ
ズ
降
ラ
ズ
平
ラ
カ

ナ
ル
聲
ヲ
平
ト
シ
。
昇
ル
聲
ヲ
上

ト
シ
。
降
ル
聲
ヲ
去
ト
シ
テ
。
其
聲
各
其
名
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
。
律
ニ
叶

ヒ
。
絲
竹
等
ノ
物モ
ノ

音ヽ
ネ

ノ
低
昂
ニ
ヨ
ク
合
ヘ
ハ
ナ
リ
。 

（
四
〇
ウ
）

　

し
か
る
に
、
こ
れ
を
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
具
体
的
に
説
明
す
る

段
に
な
る
と
、
つ
ぎ
に
引
用
す
る
よ
う
に
、
右
の
宣
長
の
認
識
を
そ
の
ま
ま

適
用
し
た
の
で
は
、
に
わ
か
に
理
解
し
が
た
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

日
ハ
平
声
。
樋
ハ
上
声
。
火
ハ
去
声
ナ
ル
ヲ
。
…
…
山
ハ
平
声
ナ
ル
ヲ

…
。
サ
テ
又
山
ハ
ヤ
ト
マ
ト
ノ
二
音
。
川
ハ
カ
ト
ハ
ト
ノ
二
音
ニ
テ
。

是
ヲ
一
音
ヅ
ヽ
分
テ
各
四
声
ヲ
云
ト
キ
ハ
。
ヤ
ハ
上
声
マ
ハ
平
声
。
カ

ハ
上
声
ハ
ハ
平
声
也
。
然
レ
ド
モ
又
ヤ
マ
ト
モ
カ
ハ
ト
モ
連
ナ
リ
タ
ル

言
ノ
ウ
へ
ニ
平
上
去
ア
リ
テ
。
山
モ
川
モ
平
声
也
。
…
…

 

（
四
二
オ
、
原
文
割
書
）

　

す
な
わ
ち
、
当
時
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
現
代
と
同
じ
く

「
日
」
は
下
降
調
ヒ
ィ
（
傍
線
部
を
高
く
発
音
す
る
。
以
下
同
様
）、「
樋
」
は
高

平
調
ヒ
ィ
、「
火
」
は
上
昇
調
ヒ
ィ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、「
日
」

は
平
声
で
あ
り
な
が
ら
下
降
調
、「
樋
」
は
上
声
で
あ
り
な
が
ら
高
平
調
、

「
火
」
は
去
声
で
あ
り
な
が
ら
上
昇
調
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
さ
き
の
「
皇

国
ニ
テ
ハ
。
昇
ラ
ズ
降
ラ
ズ
平
ラ
カ

ナ
ル
聲
ヲ
平
ト
シ
。
昇
ル
聲
ヲ
上
ト
シ
。

降
ル
聲
ヲ
去
ト
シ
テ
。」
と
あ
る
記
述
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

宣
長
の
こ
の
よ
う
な
四
声
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
す
で
に
そ
の
こ
ろ
に
は

脱
稿
し
て
い
た
と
さ
れ
る１
『
古
事
記
傳
』
一
之
巻
（
寛
政
元
年
〈
一
七
八
九
〉
刊
）

「
古フ
ル

言コ
ト

の
聲
の
上ア
ガ

り
下サ
ガ

り
の
事
」
の
条
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

ま
ず
契
沖
の
説
を
引
い
て

平
上
去
の
三
聲
を
．
一
音
の
言
に
て
い
は
ゞ
．
日ヒ

は
平
．
樋ヒ

は
上
．
火ヒ

　

本
居
宣
長
の
四
声
認
識
に
つ
い
て

上
　
野
　
和
　
昭
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は
去
な
り
．
毛ケ

は
平
．
蹵ケ

は
上
．
氣ケ

は
去
な
り
．
二
音
の
言
は
．
橋ハ
シ

は

平
．
端ハ
シ

は
上
．
箸ハ
シ

は
去
な
り
．
弦ツ
ル

は
平
．
釣ツ
ル

は
上
．
鶴ツ
ル

は
去
な
り
．

此
ノ

類
に
て
意
得
べ
し
と
い
へ
り
．

 

（『
古
事
記
傳
』
一
之
巻
、
五
五
オ
〜
五
五
ウ
）

と
記
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
づ
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
調
値
を
説
明
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
は
、『
漢
字
三
音
考
』
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

此
ノ

説
の
如
く
に
て
．
平
は
上ア
ガ

ら
ず
下サ
ガ

ら
ず
平
タ
ヒ
ラ
カな
る
聲
．
上
は
上ア
ガ

る
聲
．

去
は
下サ
ガ

る
聲
な
り
．【
漢
國
に
て
は
．
下
と
い
は
ず
し
て
．
去
と
い
へ

れ
ど
も
．下サ
ガ

る
外
な
し
．又
今
ノ

世
の
唐カ
ラ

音コ
ヱ

の
四
声
は
．訛ア
ヤ
マれ
る
者モ
ノ

に
て
．

実
に
た
が
へ
り
．】 
（
五
五
ウ
、【 

】
内
は
原
文
割
書
）

　

こ
の
よ
う
な
宣
長
の
錯
綜
し
た
記
述
に
つ
い
て
、
大
原
孝
道
（
一
九
五
一
）

は
「
字
義
に
と
ら
わ
れ
て
矛
盾
し
た
説
明
を
し
て
い
た
」（
一
一
頁
）
と
し
、

ま
た
金
田
一
春
彦
（
一
九
七
四
）
も
、「
宣
長
の
も
の
は
、
契
沖
の
四
声
観
を

受
け
継
ぐ
も
の
で
こ
れ
が
伝
統
的
の
も
の
で
あ
っ
た
」（
二
一
〇
頁
）
と
し
な

が
ら
、
契
沖
の
四
声
観
を
批
評
し
た
つ
い
で
に
宣
長
の
不
備
を
指
摘
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

平
声
は
平
ら
な
声
と
規
定
し
な
が
ら
、
例
と
し
て
下
降
調
の
「
日
」
や

「
山
」
を
も
っ
て
き
た
の
は
ま
ず
か
っ
た
。
こ
れ
は
軽
平
声
す
な
わ
ち

東
声
で
、
普
通
の
平
声
で
は
な
か
っ
た
も
の
を
混
同
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。こ
の
混
同
は
…
…
契
沖
に
す
で
に
起
こ
っ
て
い
て
、平
声
は
「
声

の
本
末
上
ら
ず
下
ら
ず
」
と
言
っ
て
い
な
が
ら
例
と
し
て
、「
日
」
や

「
橋
」
を
出
し
て
い
る
。
宣
長
は
そ
の
先
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
、「
降

る
を
去
と
心
得
て
」
い
る
と
こ
ろ
な
ど
も
、
正
し
く
な
か
っ
た
。

 

（
二
一
一
頁
）

　

宣
長
自
身
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
伊
勢
の
ア
ク
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
ろ
う
が
、「
四
方
の
國
々
の
音
の
異
カ
ハ
リ

有
リ

て
．
同
シ

言
も
等ヒ
ト
シか
ら
ず
．

其ソ

は
京ウ
チ
ツ
ク
ニ畿の
を
も
て
正
し
と
し
．
そ
れ
に
違
へ
る
を
訛
リ

と
す
べ
し
．」（『
古

事
記
傳
』
一
之
巻
、
五
六
オ
）
と
明
確
に
記
し
て
お
り
、
馬
淵
和
夫
（
一
九
五
八
）

の
言
う
よ
う
に
「
契
沖
の
も
の
は
お
そ
ら
く
は
当
時
の
阪
和
方
言
、
…
…
宣

長
は
伊
勢
の
方
言
で
あ
ろ
う
」（
一
六
七
頁
）
と
疑
う
余
地
は
あ
る
に
し
て
も
、

お
よ
そ
は
「
京
畿
」
の
そ
れ
と
し
て
考
え
る
こ
と
を
妨
げ
る
理
由
は
な
い
。

と
す
れ
ば
京
畿
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
「
日
」
は
「
上ア
ガ

ら
ず
下サ
ガ

ら
ず
平
タ
ヒ
ラ
カな
る
聲
」

で
あ
り
、「
樋
」
は
上
昇
調
、「
火
」
は
下
降
調
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
も
ま
た
、
江
戸
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
文
献
資
料
に

照
ら
し
て
、
著
し
く
整
合
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
有
坂
秀
世
（
一
九
二
七
＝
一
九
六
四
）
は
、
宣
長
の
記
述
す

る
と
こ
ろ
を
「
東
京
あ
く
せ
ん
と
ニ
一
致
ス
ル２
」
と
述
べ
る
が
、
宣
長
が
こ

こ
に
京
畿
以
外
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
ち
だ
す
理
由
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
宣
長
は
自
身
の
記
述
に
な
ん
の
疑
問
も
持
た
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
上
声
を
「
上ア
ガ

る
聲
」
と
し
な
が
ら
「
端
」

「
釣
る
」
の
ご
と
き
高
平
調
の
語
例
を
あ
げ
る
こ
と
に
、
な
ん
の
躊
躇
す
る

と
こ
ろ
も
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
右
の
問
題
に
一
つ
の
解

釈
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
述
べ
る
ま
え
に
、
宣
長
に
先
行
す

る
釈
文
雄
の
四
声
認
識
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

二

　

釈
文
雄
（
一
七
〇
〇
〜
六
三
）
は
、
宣
長
の
『
漢
字
三
音
考
』
に
先
行
す
る

こ
と
お
よ
そ
四
十
年
、
四
声
の
調
値
に
つ
い
て
、
基
準
を
当
時
の
中
国
語
音
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（
華
音
、
唐
音
）
に
も
と
め
て
い
た
。
す
で
に
稲
垣
正
幸
（
一
九
七
九
）
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、い
ま
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い
。

　

文
雄
の
所
説
の
概
要
は
『
磨
光
韻
鏡
』（
延
享
元
年
〈
一
七
四
四
〉
刊
）「
韻

鏡
索
隠
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

四
聲
ヲ
教
道
《
去
》

ス
ル
ニ
本
邦
古
來
茶
《
平
》

椀
《
上
》

天
《
去
》

目
《
入
》

ノ
四
字

ヲ
用
フ 

和
ノ
讀
書
及
平
話
ノ
字
音
四
聲
ヲ
辯
セ
ズ 

但
連
聲
ノ
宜
ニ
從

フ 

天
ノ
字
ノ
如
キ
本
平
聲 

天
目
ノ
天
ノ
字
去
聲
ト
作
シ
テ
呼
フ 

謂

ク
天
《
去
》

目
ノ
天
《
去
》

ニ
類
ス
ル
去
聲
ヲ
知
ラ
シ
ム
ト
ナ
リ 

雄
按
ス
ル

ニ
天
目
ハ
可
ナ
リ 

茶
椀
ハ
不
可
ナ
リ 

謂
ク
椀
ノ
字
呼
フ
ヿ
則
平

聲 

茶
ノ
字
呼
フ
ヿ
則
上
《
上
》

聲 
故
ニ
知
ル 

和
ノ
平
聲
ト
稱
ス
ル
者
ハ

蕐
音
ノ
上
《
上
》

聲
ナ
リ 

蕐
音
ノ
平
聲
ハ
和
音
以
テ
上
《
上
》

聲
ト
爲
ス 

是

其
ノ
概
ナ
リ

（ 

下
七
ウ
、
原
漢
文
、
声
点
は
当
該
字
の
下
に
《
平
》《
上
》《
去
》《
入
》

の
よ
う
に
記
す
）

　

ま
た
、
の
ち
に
こ
れ
を
解
説
し
た
『
韻
鏡
指
要
録３
』
に
は
、
そ
の
「
蕐
音
」

す
な
わ
ち
杭
州
音
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
文
雄
の
い
う
四
声
と
は
、
す
で
に
処
々
で
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
当
時
の
杭
州
音
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
日
本
の

四
声
は
正
し
く
な
い
が
、
四
声
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、「
平
安
城

ノ
音
ヲ
用
ヒ
テ
四
聲
ヲ
示
ス
」
と
、「
樋ヒ

ハ
平
聲 

日ヒ

ハ
上
聲 

火ヒ

ハ
去
聲 

筆ヒ
ツ

法ハ
フ

ノ
筆
ハ
入
聲
ナ
リ 

又 

明ア
ク

ハ
平
聲 

悪ア
ク

ハ
上
聲 

飽ア
ク

ハ
去
聲 

悪ア
ツ

口コ
ウ

ノ
悪
ハ

入
聲
ナ
ル
ガ
如
ク
」
で
あ
っ
て
、「
千
言
萬
話
四
聲
ヲ
出
ル
ヿ
ナ
シ
」
と
い

う
（
一
一
ウ
〜
一
二
オ
）。そ
し
て
、日
本
に
お
い
て
古
く
か
ら
伝
わ
る
四
声
は
、

華
音
に
比
す
れ
ば
平
声
と
上
声
と
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
又
我
邦
ニ
四
聲
ヲ
定
ム
ル
ニ
古
ヘ
ヨ
リ
茶
《
平
》

盌
《
上
》

天
《
去
》

目
《
入
》

ノ
格
ヲ

以
テ
教
ヘ
タ
ル
ハ
千
古
ノ
誤
ナ
リ 

我
邦
ニ
平
ト
覺
エ
タ
ル
ハ
上
聲
ニ
シ
テ

上
聲
ト
思
ヘ
ル
盌
ノ
格
ハ
反カ
ヘ
ツテ
平
聲
ナ
リ
ト
知
ヘ
シ 

去
ハ
天
目
ノ
天
ノ
格

ナ
リ 

目
ハ
入
聲
ニ
ア
ラ
ス 

目
下
ナ
ト
云
シ
如
ク
促
リ
呼
フ
目
ハ
入
聲
ナ
リ

ト
知
ル
ヘ
シ
」（
一
二
オ
）
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

文
雄
は
丹
波
の
人
で
、
江
戸
遊
学
の
と
き
に
太
宰
春
台
や
そ
の
周
辺
か
ら

唐
音
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
期
間
を
除
い
て
は
多
く
京
畿
に
あ
っ
た

の
で
、「
平
安
城
ノ
音
」
を
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い４
。

　

ま
た
、
同
じ
く
文
雄
の
著
作
で
あ
る
『
三
音
正
譌
』（
宝
暦
二
年
〈
一
七
五
二
〉

刊
）
に
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
概
略
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
中

国
は
国
土
が
広
大
で
あ
る
か
ら
地
方
に
よ
っ
て
発
音
も
同
じ
で
は
な
い
が
、

中
原
の
音
を
も
っ
て
正
音
と
す
る
。
こ
の
中
原
音
を
雅
音
と
よ
び
、「
四
邊
」

の
音
を
俗
音
、
ま
た
は
郷
音
と
よ
ぶ
。
さ
ら
に
中
原
音
に
は
二
種
類
が
あ
っ

て
、
一
つ
は
官
話
（
読
書
の
音
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
俗
音
（
平
常
言
語
の
音
）

で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
こ
の
官
話
に
も
二
種
類
が
あ
っ
て
、「
一
ハ
四
聲
ヲ

立
テ
唯
全
濁
ヲ
凋
メ
テ
淸
音
ト
爲
ル
者
」
で
あ
り
、「
一
ハ
入
聲
ヲ
立
テ
ズ

濁
聲
ヲ
立
テ
ズ
」
に
「
唯
平
上
去
唯
淸
音
ナ
ル
者
」
で
あ
っ
て
、
後
者
を
「
中

州
韻
」
と
い
う
。
ま
た
官
話
の
二
種
を
通
じ
て
「
中
原
雅
音
」
と
い
う
。
中

国
の
人
は
こ
れ
を
「
正
音
」
と
し
て
い
る
。
俗
話
（
俗
音
）
と
は
杭
州
音
や

浙
江
音
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
中
原
雅
音
」
は
、
唐
宋
の
「
正
律
ノ
韻

書
ニ
牴
牾
」
す
る
の
で
正
し
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
浙
江
音
な
ど
は
「
予

ヲ
以
テ
之
ヲ
觀
レ
バ
皦
如
ト
シ
テ
正
音
ナ
ル
哉 

唐
宋
ノ
正
律
ノ
韻
書
ニ
符

合
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

い
ま
当
時
の
杭
州
音
の
声
調
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
を
知
ら
な
い
が
、
現
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代
杭
州
音
の
四
声
は
、
陰
平
、
陽
平
と
も
に
中
位
の
高
さ
で
比
較
的
平
ら
に

0

0

0

0

0

0

実
現
す
る
こ
と
が
多
く
、
陰
上
は
高
位
か
ら
急
激
に
下
降
し
、
陰
去
調
は
高

位
で
の
微
上
昇
、
陽
去
調
は
低
位
か
ら
の
上
昇
と
み
ら
れ
る５
。

　

も
し
現
代
杭
州
音
の
声
調
に
近
い
も
の
を
文
雄
が
学
ん
で
い
た
と
し
た
場

合
、
文
雄
は
、
そ
の
四
声
に
も
と
づ
い
て
江
戸
時
代
中
期
、
一
七
世
紀
前
半

の
京
都
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
を
「
樋ヒ

ハ
平
聲 

日ヒ

ハ
上
聲 

火ヒ

ハ
去
聲
」「
又 

明ア
ク

ハ
平
聲 

悪ア
ク

ハ
上
聲 
飽ア
ク

ハ
去
聲
」（『
韻
鏡
指
要
録
』
前
掲
）
と
聞
い
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
今
日
知
ら
れ
て
い
る
江
戸
時
代
中
期
の
京
都
ア
ク
セ
ン

ト
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
お
よ
そ
現
代
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
樋
ヒ
ィ
、

日
ヒ
ィ
、
火
ヒ
ィ
、
ま
た
、
明
ア
ク
、
悪
ア
ク
、
飽
ア
ク
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
文
雄
は
平
声
を
高
平
調
、
上
声
を
下
降
調
、
去
声
を
上
昇
調
と
捉
え
て

い
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
文
雄
の
没
後
、
天
保
三
年
（
一
七
三
二
）
に
、「
無

相
文
雄
翁
原
考
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
韻
學
楷
梯
』（
三
浦
道
斎
撰
）
に
お

い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
巻
之
下
「
平
上
去
入
」
の
項
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

平
上
去
入
ノ
文
字
ノ
音
ヲ
﹆

唐
音
ニ
テ
唱ト
ナ

フ
レ
バ
即
チ
四
聲
ニ
恊カ
ナ

フ
﹆

平ビ
ン
《
平
》

上ジ
ヤ
ン《
上
》

去キ
ユ
イ《
去
》

入ジ
ツ
《
入
》

此
ノ
如
キ
ノ
聲
﹆

ス
ナ
ハ
チ
﹆

字
典
ノ
説
ニ
ア

タ
レ
リ
﹆

國
音
ニ
テ
四
字
ア
ル
コ
ト
ヲ
﹆

ツ
ラ
ネ
ト
ナ
ヘ
テ
﹆

四
聲
ノ
別

チ
ヲ
知
ル
ハ
﹆

顔カ
ン

淵ヱ
ン

孔カ
ウ

子シ
﹆

又
ハ
園ヱ
ン

林リ
ン

江カ
ウ

河ガ

是
也
﹆

即
チ
平
上
去
入
ト
同

類
ノ
聲
也
﹆

此
四
聲
國
字
ヅ
ケ
バ
カ
リ
ニ
テ
ハ
辯ワ
キ
マフ
ベ
キ
コ
ト
難
シ 

皇ミ

國ク
ニ

ノ
謡ウ
タ
ヒ
ノ
﹆

シ
ヤ
ウ
ノ
法
ヲ
以
テ
其
差シ
ヤ

別ベ
ツ

ヲ
示シ
メ

サ
ン 

平
《
│
│
》

上
《
／
＼
》

去
《
＼
／
》

入
《
＼
》

カ
ク
ノ
如
ク
ト
知
ル
ベ
シ
﹆

【
平
上
去
入
ハ
文
字
即
チ
ソ

レ
〳
〵
ノ
聲
ニ
テ
﹆

平
ハ
平
聲
ノ
字
﹆

上
ハ
上
聲
ノ
字
﹆

去
ハ
去
聲
ノ
字
﹆

入
ハ
入
聲
ノ
字
ナ
リ
﹆

】 

（
下
二
二
ウ
〜
二
三
オ
）

　

右
の
よ
う
に
「
平
上
去
入
」
の
調
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
右
傍
に
「
皇
國
ノ

謡
ノ
﹆

シ
ヤ
ウ
ノ
法
ヲ
以
テ
」
示
さ
れ
て
い
る
（
印
刷
の
都
合
で
節
博
士
を
《 

》

内
に
記
載
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
声
は
平
ら
で
あ
り
、
上
声
は
下
が
り
、
去

声
は
上
が
る
調
子
と
考
え
ら
れ
る
。「
無
相
文
雄
翁
原
考
」
と
あ
る
こ
と
を

信
ず
れ
ば
、
文
雄
の
理
解
し
て
い
た
四
声
と
音
調
と
の
関
係
は
、
こ
こ
に
明

示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
検
討
は
、
文
雄
が
『
和
字
大
觀
鈔
』（
宝
暦
四
年
〈
一
七
五
四
〉
刊
）

の
な
か
で
「
平
上
去
入
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
の
に

大
い
に
役
立
つ
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

四
聲
と
云
事
。
日
本
に
て
も
。
久
し
き
代
よ
り
。
習
ら
ひ
傳
へ
た
れ
ど
。

あ
や
ま
る
事
あ
り
。
茶チ
ヤ

碗ワ
ン

天テ
ン

目モ
ク

を
借カ

り
て
。
教ヲ
シ

へ
た
る
は
。
日
本
の
四

聲
に
て
。
支モ
ロ
コ
シ那
の
眞
の
四
聲
に
あ
ら
ず
。
平
を
上
と
し
。
上
聲
を
平
聲

に
取ト

り
違タ
ガ

へ
た
る
。
千セ
ン

古コ

の
謬ア
ヤ
マり
な
り
。
た
と
へ
は
。
仮カ

名ナ

遣ツ
カ
ヒ

大タ
イ

概ガ
イ

の
書
に
い
へ
る
ご
と
く
。
橋ハ
シ
平　

端ハ
シ
上　

箸ハ
シ
去　

を
。
平
上
去
と
い
へ
る

な
れ
ど
。
も
ろ
こ
し
の
四
聲
に
は
。
端ハ
シ
平　

橋ハ
シ
上　

箸ハ
シ
去　

の
次
第
な
り
。

其
所ユ

以ヘ

は
。
端ハ
シ

と
云
は
。
何
の
く
せ
も
な
く
。
平タ
ヒ

ら
か
に
和ヤ
ハ

ら
ぎ
い
づ

る
聲
な
り
。
是
を
平ヒ
ヤ
ウと
云
。
橋ハ
シ

と
云
は
。
聲コ
ヱ

強コ
ハ

く
は
げ
し
き
故
に
。
ひ

ず
み
て
の
ぼ
る
な
り
是
を
上
聲
と
云
。
平ヒ
ヤ
ウと
云
ひ
。
上ジ
ヤ
ウと
云
格カ
ク

。
す
な

は
ち
。
平
上
に
當ア
タ

る
な
り
。
去
は
和
漢
と
も
に
。
同
じ
く
。
箸ハ
シ

と
云
の

類
に
て
。
い
よ
〳
〵
聲
ひ
ず
み
て
。
過ス

ぎ
去サ

り
。
遠ト
ヲ

ざ
か
る
や
う
な
る

を
。
去
聲
と
い
ふ
な
り
。
入
聲
は
。
業ゲ
フ 

発ハ
ツ 

目モ
ク 

日ニ
チ 

逆ゲ
キ 

の
類
な
り
と

い
ひ
傳ツ
タ

へ
け
れ
ど
。
是コ
レ

眞シ
ン

の
入
聲
に
あ
ら
ず
。
眞モ
ロ

丹コ
シ

の
入
聲
は
。
日ニ
ツ

本ホ
ン

と
い
ふ
時
の
日ニ
ツ

の
字
。
一イ
ツ

切サ
イ

と
云
一イ
ツ

の
字
な
ど
の
ご
と
く
。
つ
ゞ
ま
る
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聲
を
。
入
聲
と
云
な
り
。
然
れ
ば
日
本
に
傳
へ
た
る
。
上
聲
を
平
と
名

け
。
日
本
の
平
を
。
上
聲
と
し
。
入
聲
を
改
め
か
へ
て
。
眞シ
ン

の
四
聲
と

な
る
な
り
。
眞モ
ロ

丹コ
シ

の
書シ
ヨ

に
。
平
上
去
入
の
事
あ
ら
ば
。
此
例レ
イ

を
用
ひ
て

心
得
べ
し
。 

（
下
一
七
ウ
〜
一
八
ウ６
）

　

こ
こ
に
お
い
て
、
文
雄
は
、「
茶
碗
天
目
を
借
り
て
。
教
へ
」
る
日
本
の

四
声
は
、「
眞
の
四
声
に
あ
ら
ず
」
と
し
て
、
こ
れ
を
「
千
古
の
謬
り
」
と

断
じ
、
平
声
は
「
何
の
く
せ
も
な
く
。
平
ら
か
に
和
ら
ぎ
い
づ
る
聲
」
で
あ

り
、
上
声
は
「
聲
強
く
は
げ
し
き
故
に
ひ
ず
み
て
の
ぼ
る
な
り
」
と
述
べ
る
。

ち
な
み
に
去
声
に
つ
い
て
は
「
和
漢
と
も
に
。
同
じ
く
。
…
…
い
よ
〳
〵
聲

ひ
ず
み
て
。
過
ぎ
去
り
。
遠
ざ
か
る
や
う
な
る
を
去
聲
と
い
ふ
な
り
」
と
し

て
い
る
。
ま
た
「
平
と
云
ひ
。
上
と
云
格
。
す
な
わ
ち
。
平
上
に
當
る
な
り
」

と
は
、
平
声
、
上
声
そ
れ
ぞ
れ
の
声
調
が
ど
う
で
あ
る
か
は
、「
平
」
と
い

う
漢
字
、「
上
」
と
い
う
漢
字
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
調
（
杭
州
音
の
声
調
）
に
相

当
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る７
。

　

し
か
し
、
当
時
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
橋
ハ
シ
、
端
ハ
シ
、
箸
ハ
シ
と

推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
雄
は
、
橋
ハ
シ
の
よ
う
な
下
降
調
を
「
上

声
」
と
し
、
こ
れ
に
「
ひ
ず
み
て
の
ぼ
る
」
と
説
明
を
加
え
、
箸
ハ
シ
の
よ

う
な
上
昇
調
を
「
去
声
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
宣
長
が
「
昇

ラ
ズ
降
ラ
ズ
平
ラ
カ

ナ
ル
聲
ヲ
平
ト
シ
。
昇
ル
聲
ヲ
上
ト
シ
。
降
ル
聲
ヲ
去
ト

シ
テ
。」
と
述
べ
な
が
ら
、「
日
ハ
平
声
。
樋
ハ
上
声
。
火
ハ
去
声
」
と
し
て

い
る
の
と
同
様
、
近
世
期
の
音
調
の
と
ら
え
方
が
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
そ

れ
と
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

い
ま
こ
こ
に
文
雄
と
宣
長
の
四
声
に
つ
い
て
の
記
述
を
整
理
し
て
み
る
と

左
の
よ
う
に
な
る
。
文
雄
が
「
支
那
の
眞
の
四
聲
」
す
な
わ
ち
同
時
代
の
杭

州
音
（「
此
音
大
氐
韻
書
ノ
規
矩
ニ
叶
フ
故
ニ
取
テ
正
音
ト
ス
ル
ナ
リ
」『
韻
鏡
指
要

録
』
二
九
オ
）
の
そ
れ
に
準
拠
す
る
の
に
対
し
て
、
宣
長
は
「
今
ノ
唐
音
ノ

四
聲
ハ
古
ヘ

ニ
違
ヒ
テ
。
亂
レ
訛
レ
ル
者
ニ
シ
テ
。
却
テ
皇
國
ニ
古
ヘ

ヨ
リ
心

得
来
レ
ル
ト
コ
ロ
。
是
四
聲
ノ
正
シ
キ
者
也
」（『
漢
字
三
音
考
』
四
〇
ウ
）
と

し
て
い
て
、
両
者
の
見
解
は
対
立
し
て
い
る
。

◎
文
雄平

声
「
平
ら
か
に
和
ら
ぎ
い
づ
る
聲
」

 

例　

樋
ヒ
ィ　

端
ハ
シ
（
高
平
調
）

上
声
「
聲
強
く
は
げ
し
き
故
に
ひ
ず
み
て
の
ぼ
る
」

 

例　

日
ヒ
ィ　

橋
ハ
シ
（
下
降
調
）

去
声
「
い
よ
〳
〵
聲
ひ
ず
み
て
過
ぎ
去
り
遠
ざ
か
る
」

 

例　

火
ヒ
ィ　

箸
ハ
シ
（
上
昇
調
）

◎
宣
長平

声
「
昇
ラ
ズ
降
ラ
ズ
平
ラ
カ
ナ
ル
聲
」

 

例　

日
ヒ
ィ　

橋
ハ
シ
（
下
降
調
）

上
声
「
昇
ル
聲
」 

例　

樋
ヒ
ィ　

端
ハ
シ
（
高
平
調
）

去
声
「
降
ル
聲
」 

例　

火
ヒ
ィ　

箸
ハ
シ
（
上
昇
調
）

　

ま
た
両
者
と
も
に
平
声
に
つ
い
て
の
説
明
は
似
て
い
て
平
ら
な
音
調
と
す

る
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
具
体
的
な
語
は
異
な
る
。
上
声
に
つ
い
て
も
昇
る

音
調
と
す
る
と
こ
ろ
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
る
に
宣
長
は

「
漢
國
ノ
四
聲
」
に
つ
い
て
「
今
ノ
唐
音
ハ
。
去
聲
ノ
ミ
タ
マ
〳
〵
訛
ラ
ズ
。

平 
上 
ハ
タ
ガ
ヒ
ニ
訛
リ
テ
。
平
聲
ト
ス
ル
者
ハ
。
昇
ル
聲
ナ
レ
バ
。
實
ハ

上
聲
。
上
聲
ト
ス
ル
者
ハ
。
平
ラ
カ

ナ
ル
聲
ナ
レ
バ
。
實
ハ
平
聲
ニ
シ
テ
。
皆

其
名
ニ
違
ヒ
。
物
ノ
音ネ

ノ
低
昂
ニ
合
ハ
ズ
。
訛
舛
ナ
ル
ヿ
明
ケ
シ
」（『
漢
字
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三
音
考
』、
四
〇
ウ
〜
四
一
オ
）
と
い
う
。
唐
音
に
平
声
と
す
る
も
の
は
「
昇
ル

聲
」
で
あ
る
か
ら
実
は
上
声
で
あ
り
、
同
じ
く
上
声
と
す
る
も
の
は
「
平
ラ
カ

ナ
ル
聲
」
で
あ
る
か
ら
実
は
平
声
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て

文
雄
が
平
声
と
す
る
「
樋
ヒ
ィ
」「
端
ハ
シ
」
の
ど
こ
が
「
昇
ル
聲
」
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
同
じ
く
上
声
と
す
る
「
日
ヒ
ィ
」「
橋
ハ
シ
」
の
ど
こ

が
「
平
ラ
カ

ナ
ル
聲
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
雄
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
上
声
を

「
ひ
ず
み
て
の
ぼ
る
」
と
説
明
し
な
が
ら
「
日
ヒ
ィ
」「
橋
ハ
シ
」
を
例
に
あ

げ
て
い
る
の
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。

三

　

さ
て
文
雄
、
宣
長
の
四
声
に
つ
い
て
の
認
識
に
あ
ら
た
な
解
釈
を
与
え
る

前
に
、
宣
長
が
継
承
し
た
と
さ
れ
て
い
る
契
沖
の
四
声
認
識
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
す
で
に
い
く
た
び
も
引
用
さ
れ
、
検
討
さ
れ
て
き
た
文
言
で
は
あ

る
が
、『
和
字
正
濫
鈔
』（
元
禄
八
年
〈
一
六
九
五
〉
刊
、
元
文
四
年
版
本
に
よ
る
）

に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。

一
去
〇
上
〇

字
〇
入
〇
平

四
聲
の
聲
を
さ
す
こ
と
か
く
の
こ
と
し
。
例
を
い
は
ゝ
公コ
ウ

〇
平　

〇

孔コ
ウ
上　
〇

貢コ
ウ
去　

谷コ
ク
〇
入　

か
く
の
こ
と
し
。
平
聲
は
聲
の
本
末
あ
か
ら
す

さ
か
ら
す
一
文
字
の
こ
と
く
し
て
長
し
。
上
聲
は
短
か
く
し
て
す
く
に

の
ほ
る
。
去
聲
は
な
ま
る
や
う
に
聲
を
ま
は
す
。
入
聲
は
下
に
ふ
つ
く

ち
き
の
音
あ
り
て
切
直
な
り
。
蝶
てふ 

是
てつ 

宅
たく 

七
しち 

敵
てき 

此
類
な
り
。

昔
梁
武
帝
朱
椄
と
い
ふ
臣
に
四
聲
を
尋
た
ま
ひ
し
時
。
忽
に 

天
《
平
》

子
《
上
》

萬
《
去
濁
》

福
《
入
濁
》

と
答
へ
申
け
る
と
か
や
。
比
類
な
き
事
な
り
。

平
聲
と
入
聲
と
に
輕
あ
り
。
當
り
て
居ス
ウ

る
な
り
。
天
下
な
と
い
ふ
天
は

平
聲
の
輕
な
り
。
客
僧
な
と
い
ふ
客
は
入
聲
の
輕
な
り
。
平
聲
の
輕
は

字
の
左
の
中
ほ
と
に
聲
を
さ
し
。
入
聲
の
輕
は
字
の
右
の
中
ほ
と
に
さ

す
な
り
。
此
國
の
俗
に
て
い
は
ゝ
天
は
も
と
平
聲
な
る
を
。
常
に
天
《
平
》

と
い
ふ
是
に
て
叶
へ
り 

天
地 

天
下 

天
子 

天
氣
な
と
い
ふ
時
も
同

し
。
天
《
上
》

門
《
上
》

冬
《
平
軽
濁
》、
又
天
《
上
》

文
《
上
》

の
博
士
な
と
い
ふ
時
は
、

音
便
上
聲
な
り
。
天
《
去
》

王 

天
《
去
》

女 

天
《
去
》

神 

天
《
去
》

台 

天
《
去
》

狗

な
と
い
ふ
時
は
去
聲
な
り 

此
ふ
た
つ
は
中
華
に
は
叶
は
す
。
只
此
國

の
習
ひ
な
り
。
平
上
去
の
三
聲
の
樣
皆
こ
れ
に
准
ら
へ
て
知
へ
し
。
和

語
に
も
平
上
去
の
三
聲
あ
り 

一
字
假
名
に
て
い
は
ゝ 

日
《
平
》
ひ 

樋
《
上
》

ひ 

火
《
去
》

ひ 

◎ 

毛
《
平
》

け 

蹴
《
上
》

け 

食
《
去
》

け
、
二
字
假
名　

橋
《
平
》

は
し 

端
《
上
》

は
し 

箸
《
去
》

は
し 

◎ 

弦
《
平
》

つ
る 

釣
《
上
》

つ
る 

鶴
《
去
》

つ

る 

此
類
に
て
心
得
へ
し
。
木
綿
ゆ
ふ 

龍
た
つ 

奥
お
く 

市
い
ち 

雪

ゆ
き 

か
や
う
な
る
を
入
聲
に
准
ら
ふ
へ
き
歟
。
鴨
《
平
軽
》

か
も
、
是
は

平
聲
の
輕
な
る
に
。
鴨
《
上
》

河
か
も
か
は

、
こ
れ
は
上
聲
。
鴨
《
去
》

社
か
も
の

や
し
ろ 

是
は

去
聲
な
り
。
つ
ゝ
き
に
よ
り
て
同
し
言
も
か
く
聲
の
か
は
る
な
り

 

（
巻
五
、
四
六
ウ
〜
四
八
オ
）

　

こ
こ
で
契
沖
は
、
平
声
を
「
本
末
あ
か
ら
す
さ
か
ら
す 

一
文
字
の
こ
と

く
し
て
長
し
」
と
し
、
上
声
に
つ
い
て
は
「
短
か
く
し
て 

す
く
に
の
ほ
る
」、

去
声
は
「
な
ま
る
や
う
に
聲
を
ま
は
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
る
に
例

と
し
て
挙
げ
た
も
の
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
「
日
」「
橋
」
に
平
声
点
を
、

「
樋
」「
端
」
に
上
声
点
を
付
け
て
い
る
の
は
、
当
時
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
が
、

日
ヒ
ィ
、
樋
ヒ
ィ
、
橋
ハ
シ
、
端
ハ
シ 

で
あ
る
こ
と
に
照
ら
し
て
説
明
が

む
つ
か
し
い
。
平
声
軽
を
「
當
り
て
居
る
な
り
」
と
説
明
し
て
、
さ
ら
に
「
天

は
も
と
平
聲
な
る
を
。
常
に
天
《
平
》

と
い
ふ 

是
に
て
叶
へ
り
」
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
考
え
れ
ば
、
平
声
軽
も
ま
た
平
声
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
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か
ら８
、
こ
れ
で
規
則
に
か
な
っ
て
い
る
と
強
弁
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
の
と
こ
ろ
は
、
す
で
に
金
田
一
（
一
九
七
四
、
前
掲
）
に
よ
っ
て
、
契
沖
が

平
声
と
平
声
軽
と
を
混
同
し
て
い
る
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
問
題
は

こ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
上
声
を
「
短
か
く
し
て 

す
く
に
の
ほ
る
」
と
説

明
し
な
が
ら
、
そ
の
例
と
し
て
全
平
調
「
樋
ヒ
ィ
」「
端
ハ
シ
」
を
あ
げ
て

い
る
。こ
れ
は
果
た
し
て
上
昇
調
で
な
く
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。ま
た
「
短

か
く
し
て
」
と
は
な
に
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

金
田
一
（
一
九
四
三
＝
二
〇
〇
一
、
七
八
〜
七
九
頁
）
は
、
契
沖
の
「
短
か
く

し
て
す
く
に
の
ほ
る
」
と
い
う
の
は
「
何
等
捉
は
れ
た
観
念
を
有
た
ず
に
之

に
対
し
た
な
ら
ば
、
短
い
上
昇
調
、
即
ち
一
拍
の
中
に
低
か
ら
高
へ
昇
る
や

う
な
音
調
を
意
味
し
た
も
の
と
想
像
す
る
」
と
し
な
が
ら
「
契
沖
の
解
し
て

ゐ
た
上
声
の
音
価
は
こ
の
や
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
し
か
し

て
『
開
合
名
目
抄
』
に
「
平
ヨ
リ
上
ニ
移
ニ
ハ
平
ヲ
下
テ
曰
ヒ
上
声
ヲ
直
ク

ニ
可
曰
」
と
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
「
四
○ 

○

身
」
に
《
│
╲
》（
角
徴
）
な
ど
と

節
博
士
の
あ
る
こ
と
か
ら
、「
直
ぐ
に
」
と
は
「
高
く
平
ら
に
発
音
さ
れ
る

こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
」
と
考
え
、「
さ
す
れ
ば
契
沖
が
「
直
ぐ
に
上
る
」

と
言
っ
た
の
は
、
高
く
初
ま
る
平
ら
な
音
調
を
言
っ
た
も
の
と
見
て
、
無
理

で
は
な
い
」（
七
九
頁
）
と
結
論
し
て
い
る９
。

　

さ
て
、
契
沖
は
「
樋
ヒ
ィ
」「
端
ハ
シ
」
の
ご
と
き
音
調
（
高
平
調
）
を
上

声
と
よ
び
、「
短
く
し
て
す
く
に
の
ほ
る
」
と
説
明
し
た
。
宣
長
は
そ
の
音

調
を
同
じ
く
上
声
と
よ
び
「
昇
ル
聲
」
と
し
た
。
こ
こ
に
共
通
す
る
の
は
「
の

ぼ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
ば
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

わ
れ
わ
れ
が
等
し
く
考
え
る
よ
う
な
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
徐
々
に
上
昇

す
る
音
調
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
当
該
の
語
を
発
音
す
る
際
の
発
端
の
高
さ
が
、

あ
る
基
準
と
な
る
高
さ
よ
り
も
高
位
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
い
ま
相
対
的
な
高
さ
の
中
位
を
基
準
と
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
ま
っ
直
ぐ

に
高
く
に
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
発
す
る
の
が
上
声
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

契
沖
や
宣
長
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

四

　

契
沖
や
宣
長
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
国
学
世
界
に
お
い
て
は
、
平
声
は

中
位
に
は
じ
ま
る
音
調
、
上
声
は
高
位
に
は
じ
ま
る
音
調
、
去
声
は
低
位
に

は
じ
ま
る
音
調
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
宣
長
が
平

声
を
「
昇
ラ
ズ
降
ラ
ズ
平
ラ
カ

ナ
ル
聲
」
と
し
た
の
は
、
中
位
に
は
じ
ま
り
平

進
す
る
音
調
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
契
沖
は
真
言
声
明
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、「
平
聲
は
聲
の
本
末
あ
か
ら
す
さ
か
ら
す
一
文
字
の
こ
と
く

し
て
長
し
」
と
説
明
す
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
中
位
に
は
じ
ま
る
平
進
調
を
さ

し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
金
田
一
は
、
こ
れ
を
「
低
平
調
」
と
解
釈
し
た

が
、
契
沖
の
認
識
0

0

と
し
て
は
、
低0

と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
宣

長
も
同
様
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

契
沖
に
と
っ
て
も
宣
長
に
と
っ
て
も
、《
中
位
平
進
》
の
変
種
と
し
て
《
中

位
下
降
》
の
音
調
が
あ
り
、
こ
れ
が
実
際
に
耳
に
す
る
平
声
の
音
調
で
あ
り
、

高
位

中
位

低
位
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ま
た
「
平
声
軽
」
の
音
調
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宣
長
に

「
平
声
軽
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
契
沖
が
「
平
聲
と
入
聲
と
に
輕

あ
り
。
當
り
て
居
る
な
り
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
下
降
調
を
想
定
し

て
説
明
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

金
田
一
（
一
九
四
三
＝
二
〇
〇
一
）
は
、
論
議
書
の
記
載
を
援
用
し
て
「「
当

る
」
と
は
そ
れ
自
身
を
高
平
に
発
音
し
、
次
の
拍
を
低
く
発
音
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
や
う
で
あ
る
」（
八
〇
頁
）
と
し
、
ま
た
「「
据
う
る
」
と
は
下
降

的
な
音
調
を
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
、「
当
り
て
据
う
る
」
と
は
初
め

を
高
く
声
を
出
し
、
而
し
て
下
降
調
に
発
音
す
る
の
で
、
結
局
契
沖
の
平
声

軽
の
内
容
は
下
降
調
と
見
ら
れ
る
か
と
考
へ
る
」（
八
一
頁
）
と
述
べ
た
。
こ

こ
に
金
田
一
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
契
沖
の
記
し
た
、
四
声
に
よ
る
ア
ク
セ

ン
ト
標
示
が
、
過
去
に
聞
か
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
音
調
と
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
本
稿
は
、
契
沖
が
ど
の
よ
う
に
四
声
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
か

を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
契
沖
に
と
っ
て
は
、
本
来
の
平
声
は
《
中

位
平
進
》
の
音
調
で
あ
り
、
平
声
の
実
際
の
音
調
や
平
声
軽
の
音
調
は
《
中

位
下
降
》
と
と
ら
え
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。

　

宣
長
も
本
来
の
平
声
を
《
中
位
平
進
》
と
み
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
彼
に
と
っ
て
も
平
声
と
さ
れ
る
語
の
実
際
の
音
調
は

下
降
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
を
《
中
位
下
降
》
と
み
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
平
声
の
軽
と
重
と
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、

と
も
に
中
位
か
ら
は
じ
ま
る
音
調
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
去
声
に
対
し
て
宣
長
が
「
降
ル
聲
」
と
説
明
し

た
の
も
理
解
し
や
す
い
。
去
声
は
低
位
に
は
じ
ま
る
音
調
と
理
解
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
発
音
す
る
と
き
に
、
基
準
と
な
る
高
さ
（
中
位
）
よ
り
も
下

が
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
音
調
の
こ
と
を
指
し
て
去
声
と
い
っ
た
。
契

沖
が
「
去
聲
は
な
ま
る
や
う
に
聲
を
ま
は
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
と
く

に
一
拍
名
詞
に
聞
か
れ
る
「
火
ヒ
ィ
」
の
よ
う
な
低
位
に
は
じ
ま
る
上
昇
調

を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
共
通
認
識
で
あ
っ
た
。
だ
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
細
か
く
説
明
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
契
沖
や
宣
長
の
記
し

た
四
声
に
つ
い
て
の
説
明
を
、
我
々
が
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
背

景
に
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
漢
学
世
界
に
あ
っ
た
文
雄
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者

は
、
文
雄
も
ま
た
同
様
に
語
の
は
じ
ま
り
の
高
さ
を
考
え
て
い
た
も
の
と
推

定
す
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
文
雄
は
平
声
に
つ
い
て
「
何
の
く
せ
も

な
く
。
平
ら
か
に
和
ら
ぎ
い
づ
る
聲
な
り
」
と
い
う
。
当
時
の
杭
州
音
の
平

声
が
そ
の
よ
う
な
音
調
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
と
づ
く
。
そ
し
て
そ
れ
を
《
中

位
平
進
》
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
上
声
に
つ
い
て
は
「
聲
強
く
は
げ

し
き
故
に
。
ひ
ず
み
て
の
ぼ
る
な
り
」
と
い
う
。
文
雄
に
と
っ
て
杭
州
音
の

上
声
と
さ
れ
る
も
の
の
音
調
は
、
高
位
か
ら
急
激
に
下
降
す
る
よ
う
に
聞
こ

え
て
い
た
。
そ
れ
を
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
と
対
応
さ
せ
た
と
き
に
「
日
ヒ
ィ
」

「
橋
ハ
シ
」
が
、
そ
れ
に
近
く
聞
こ
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
京

都
ア
ク
セ
ン
ト
の
、
こ
の
よ
う
に
下
降
す
る
音
調
を
、
杭
州
音
の
上
声
の
そ

れ
に
準
え
て
聞
い
た
の
で
あ
る
。「
ひ
ず
み
て
の
ぼ
る
」
と
は
、
基
準
の
高

さ
で
あ
る
中
位
か
ら
逸
脱
し
て
、
高
位
に
ま
で
の
ぼ
っ
て
は
じ
ま
る
こ
と
を

表
現
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
「
日
ヒ
ィ
」「
橋

ハ
シ
」
に
相
当
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
雄
は
ま
た
、
去
声
に
つ
い



〔　　〕88

て
「
い
よ
〳
〵
聲
ひ
ず
み
て
。
過
ぎ
去
り
。
遠
ざ
か
る
や
う
な
る
を
去
聲
と

い
ふ
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
杭
州
音
に
つ
い
て
観
察
し
た

印
象
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
基
準
を
逸
脱
し
て
低
く
は
じ
ま
り
、
上

昇
す
る
音
調
と
い
う
こ
と
で
は
、
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
「
火
ヒ
ィ
」「
箸
ハ

シ
」
に
相
当
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

文
雄
は
、
し
か
し
、
彼
の
い
う
平
声
に
つ
い
て
「
の
ぼ
る
」
と
は
説
明
し

て
い
な
い
。
た
だ
「
平
ら
か
に
和
ら
ぎ
い
づ
る
聲
」
と
述
べ
る
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
雄
の
い
う
平
声
の
音
調
（
た
と
え
ば
「
樋
ヒ
ィ
」「
端
ハ

シ
」）
を
、
平
進
と
は
み
て
い
た
が
、
高
位
か
ら
発
し
て
い
る
と
は
捉
え
て

い
な
い
、
す
な
わ
ち
高
平
調
と
は
捉
え
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
彼
も

ま
た
平
声
の
本
質
を
《
中
位
平
進
》
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
雄
は
「
樋
ヒ
ィ
」「
端
ハ
シ
」
の
ご
と
き
音
調
を
中
位
か
ら
発
す
る
も

の
と
捉
え
た
。
一
方
、
宣
長
は
そ
れ
ら
の
音
調
を
高
位
か
ら
発
す
る
も
の
と

捉
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
文
雄
は
当
時
の
杭
州
音
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て
そ
う

考
え
た
の
で
あ
る
し
、
宣
長
は
日
本
伝
来
の
四
声
認
識
を
も
と
に
そ
う
考
え

た
の
で
あ
る
。
中
位
に
は
じ
ま
る
音
調
で
あ
っ
て
も
平
進
調
や
下
降
調
は
実

現
で
き
る
の
で
あ
り
、
は
じ
ま
り
が
高
位
で
あ
る
か
中
位
で
あ
る
か
に
つ
い

て
の
み
、
契
沖
や
宣
長
と
、
文
雄
と
の
間
で
認
識
に
違
い
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
下
降
す
る
と
と
ら
え
る
音
調
に
、
近
世
の

学
者
が
「
の
ぼ
る
」
と
説
明
し
、
同
じ
く
上
昇
す
る
と
と
ら
え
る
音
調
に
「
く

だ
る
」
と
説
明
す
る
こ
と
の
理
由
が
理
解
で
き
た
。
も
っ
と
も
、
去
声
に
つ

い
て
、
は
っ
き
り
「
く
だ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
宣
長
だ
け
で
あ
る
け
れ

ど
も
。

五

　

た
だ
こ
こ
に
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
近
世
を
代
表
す
る
三

人
の
学
者
は
、
は
た
し
て
平
上
去
の
音
調
を
正
確
に
観
察
で
き
て
い
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
金
田
一
（
一
九
七
四
、
二
一
一
頁
）
は
、
契
沖
や
宣
長

の
認
識
を
疑
い
、
さ
ら
に
「
記
述
・
書
写
の
正
確
度
の
計
り
方
」（
同
、
二
六

〇
頁
以
下
）
の
項
を
設
け
て
、
有
坂
秀
世
か
ら
の
書
簡
を
引
く
。
そ
こ
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
っ
た
と
い
う
。

兎
に
角
、
言
語
上
の
習
慣
と
い
ふ
も
の
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
…
…
明

瞭
に
降
る
も
の
を
あ
た
か
も
昇
る
か
の
や
う
に
感
ぜ
し
め
て
居
り
ま

す
。
…
…
か
や
う
な
事
実
か
ら
推
し
て
考
へ
る
と
、
音
の
昇
降
に
関
す

る
古
人
の
意
識
な
ど
は
か
な
り
疑
は
し
い
も
の
で
、
例
へ
ば
、
昔
の
人

が
、「
上
声
者
厲
而
挙
」
と
書
い
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
こ
の
記
述
だ
け

か
ら
直
ち
に
、「
当
時
そ
の
方
言
で
、
上
声
は
昇
る
調
子
で
あ
つ
た
」

と
断
言
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
躊
躇
さ
れ
ま
す
。
宣
長
な
ど
の
昇

降
意
識
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
同
様
な
事
情
が
考
へ
ら
れ
は
致
し
ま
す

ま
い
か
。 

（
同
、
二
六
五
〜
二
六
六
頁
）

　

金
田
一
は
、
こ
の
書
簡
か
ら
「
貴
重
な
示
唆
が
え
ら
れ
る
。
一
言
に
し
て

言
え
ば
、《
人
は
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
。》
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
「
今
ま
で
各
地
の
方
言
そ
の
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
観
察
し
な
が
ら
気

付
い
た
傾
向
」
の
第
四
項
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

「
上
声
」
と
か
「
平
声
」
と
か
い
う
こ
と
ば
に
引
か
れ
や
す
い
。
つ
ま

り
「
上
声
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
昇
る
よ
う
に
感
じ
、「
平
声
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
は
平
ら
な
よ
う
に
感
じ
る
。
…
…
契
沖
が
、「
日
」
と
か
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「
橋
」
の
よ
う
な
語
を
引
い
て
、
平
声
は
上
ら
ず
下
ら
ず
平
ら
だ
と
言
っ

て
い
る
の
も
そ
の
例
と
見
ら
れ
る
。
…
… 

（
同
、
二
六
七
頁
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
契
沖
も
文
雄
も
宣
長
も
み
な
、
平
声
は
平
ら
で
、
上
声

は
昇
り
、
去
声
は
降
る
音
調
だ
と
い
う
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
た
め

に
、
同
じ
よ
う
に
観
察
を
誤
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
は
た

し
て
そ
う
断
じ
て
よ
い
も
の
か
。
宣
長
自
身
も
こ
の
こ
と
に
は
注
意
を
払
っ

て
い
た
形
跡
が
あ
り
、『
漢
字
三
音
考
』
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

モ
ト
ヨ
リ
四
聲
ノ
差
別
ハ
。
甚
分
明
ナ
ル
物
ニ
ハ
非
レ
バ
。
平
聲
ゾ
ト

思
ヘ
バ
。
平
ラ
カ
ナ
ル
如
ク
ニ
聞
エ
。
上
聲
ゾ
ト
思
ヘ
バ
。
上
ル
如
ク

ニ
聞キ
ヽ

ナ
サ
レ
テ
。
其
違
ヘ
ル
ニ
心
モ
ツ
カ
ザ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
サ
レ
ド

物
ノ

音ネ

ノ
低
昂
ニ
合
セ
テ
呼
ビ
驗コ
ヽ
ロム
レ
バ
。
其
違
ヒ
分
明
ナ
ル
者
ナ
リ
。

 

（
四
一
オ
〜
四
一
ウ
）

　

た
し
か
に
契
沖
の
場
合
は
、
平
声
が
実
際
に
は
下
降
調
に
聞
か
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、「
平
声
軽
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
胡
麻
化
し
た
よ
う
な

と
こ
ろ
が
な
い
で
も
な
い
。
宣
長
は
「
平
声
軽
」
に
は
言
及
し
な
い
が
、
し

か
し
契
沖
以
来
の
四
声
認
識
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
揺
ら
ぎ
な
ど
な
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
し
て
、
当
時
の
唐
音
を
観
察
し
て
四
声
を
論
じ
た
文
雄
に
、

そ
の
よ
う
な
先
入
観
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

ま
た
、
漢
学
世
界
に
あ
っ
た
文
雄
が
、
契
沖
や
宣
長
と
同
様
な
観
察
の
し

か
た
を
し
て
い
た
こ
と
を
、
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か
。
た
だ
彼
は
、
文
字
通

り
平
ら
な
音
調
を
平
声
と
認
定
し
た
が
、
そ
れ
は
宣
長
が
高
く
は
じ
ま
る

0

0

0

0

0

0

音

調
（
上
声
）
と
認
識
し
た
語
で
あ
っ
た
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

　

岡
島
昭
浩
（
一
九
八
六
）
に
よ
れ
ば
、
京
都
の
人
で
、
漢
学
者
で
あ
っ
た

中
村
惕
齋
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
二
）
の
『
韻
學
私
言
』
に
は
、
和
語
の
「
柿
」

カ
キ
、「
垣
」
カ
キ
、「
蠣
」
カ
キ
ィ
、「
端
」
ハ
シ
、「
橋
」
ハ
シ
、「
筋
（
箸

か
）」
ハ
シ
を
例
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
平
声
、
上
声
、
去
声
に
充
て
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
文
雄
の
述
べ
る
四
声
認
識
と
重
な
る
も

の
で
あ
っ
て
、
惕
齋
も
文
雄
も
漢
学
者
と
し
て
当
時
の
唐
音
を
観
察
し
て
四

声
を
と
ら
え
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
記
す
こ
と
で

は
一
貫
し
て
お
り
、
音
調
の
認
識
に
な
ん
ら
か
の
誤
っ
た
先
入
観
が
は
た
ら

い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

六

　

以
上
で
当
初
も
く
ろ
ん
だ
本
稿
の
目
的
は
達
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後

に
こ
の
よ
う
な
四
声
認
識
が
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
ら
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ

れ
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず
の
私
見

を
述
べ
て
お
こ
う
と
思
う
。

　

は
た
し
て
契
沖
や
宣
長
の
ご
と
き
四
声
認
識
は
、
ど
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
音
調
の
捉
え
方
は
、
宣
長
の
の
ち

し
ば
ら
く
は
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
明

確
な
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
思
い
つ
く
と
こ
ろ
を
い
く
つ

か
記
し
て
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
語
の
は
じ
ま
り
の
高
さ
を
問
題
に
し
て
、
基
準
と
な
る
中
位
か
ら

「
上
が
る
（
昇
る
）」
ま
た
は
「
下
が
る
（
降
る
）」
と
捉
え
る
見
方
は
、
安

然
の
『
悉
曇
蔵
』
に
あ
る
「
表
則
平
聲
直
低
有
輕
有
重 

上
聲
直
昂
有
輕
無

重
」（
巻
五
、
二
九
オ
）
の
解
釈
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
直

低
」「
直
昂
」
は
、
と
く
に
契
沖
の
「
直
ぐ
に
の
ぼ
る
」
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
い
ま
は
契
沖
の
ご
と
き
近
世
の
学
者
が
、
こ
れ
を
読
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ん
で
ど
う
理
解
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
当

時
の
実
音
調
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

　

つ
づ
い
て
明
覚
の
『
悉
曇
要
訣
』
に
「
初
昂
後

爲
平
聲
之
輕
」（
巻
一
、

一
五
ウ
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
安
永
三
年
板
複
製　

悉
曇
要

訣
』
京
都
大
学
国
文
学
会
一
九
六
三
に
よ
る
）
な
ど
と
あ
る
「
初
昂
」「
後

」

に
つ
い
て
も
、
金
田
一
（
一
九
五
一
＝
二
〇
〇
一
）
は
、

茲
で
、「
昂
る
」
と
か
「

る
ゝ
」
と
か
言
ふ
語
は
、
如
何
な
る
音
価

を
表
し
た
も
の
で
あ
る
か
。
現
在
の
術
語
で
は
「
ア
ガ
る
」
と
言
へ
ば

低
か
ら
高
へ
の
変
化
を
意
味
し
、「
タ
れ
る
」
と
言
へ
ば
高
か
ら
低
へ

の
変
化
を
意
味
す
る
が
、
然
し
、
こ
の
記
述
に
於
い
て
も
そ
の
や
う
だ

と
解
し
て
は
、
四
声
の
孰
れ
も
が
、
低
か
ら
高
へ
、
或
い
は
高
か
ら
低

へ
、
変
化
す
る
音
価
の
も
の
ば
か
り
で
、
高
に
せ
よ
低
に
せ
よ
平
ら
な

も
の
は
一
つ
も
な
い
。
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
。
之
は
可
笑
し
い
。
…
…

そ
れ
故
、
此
処
の
「
昂
る
」
は
「
低
か
ら
高
へ
変
化
す
る
」
の
意
味
で

は
な
く
て
「
高
い
」
の
意
味
、「

る
ゝ
」
は
「
高
か
ら
低
へ
変
化
す
る
」

の
意
味
で
は
な
く
て
「
低
い
」
の
意
味
だ
と
考
へ
る
こ
と
に
す
る
。
単

に
高
く
平
ら
な
音
勢
を
「
昇
る
」
と
表
現
し
、
低
く
平
ら
な
音
勢
を
「
降

る
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
今
の
人
で
も
有
り
勝
ち
な
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
昔
の
人
な
ら
猶
更
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
又
、「
ア
ガ
る
」「
タ
る
ゝ
」

と
い
ふ
訓
み
は
、
版
本
の
送
り
仮
名
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
覚

自
身
は
、「
昂
」
を
「
タ
カ
し
」、「

」
を
「
ヒ
ク
し
」
と
訓
む
意
向

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

（
二
二
四
〜
二
二
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
た
だ
ち
に
「
高
」「
低
」
に
む
す
び
つ

け
る
よ
り
は
、〈
は
じ
め
高
位
に
昇
っ
て
そ
こ
か
ら
〉
あ
る
い
は
〈
は
じ
め

低
位
に
降
っ
て
そ
こ
か
ら
〉
発
音
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
と
想
像
す
る
。
少
な
く
と
も
近
世
の
学
者
に
は
、
そ
う
解
す
る
ほ
う
が

自
然
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

さ
ら
に
《
中
位
平
進
》
な
ど
と
い
う
「
中
位
」
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば

声
明
界
に
知
ら
れ
る
覚
意
の
五
音
博
士Ａ
の
ご
と
き
は
、
文
字
の
左
傍
中
央
に

角
譜
（
多
く
平
声
に
対
応
す
る
）
が
付
け
ら
れ
、
左
上
に
徴チ

譜
（
多
く
上
声
に
対

応
す
る
）
が
、
ま
た
さ
ら
に
左
下
に
商
譜
が
配
置
さ
れ
て
、
音
の
高
さ
の
中

位
、高
位
、低
位
を
認
識
し
や
す
く
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
し
、『
韻
學
楷
梯
』

に
引
か
れ
た
「
謡
ノ
シ
ヤ
ウ
ノ
法
」
も
節
博
士
が
文
字
の
右
辺
に
三
種
あ
る

が
、
平
ら
な
博
士
を
中
位
の
高
さ
を
指
示
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
に
、
特
段

の
支
障
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
後
世
こ
の
よ
う
な
四
声
認
識
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
る
が
（
金
田
一
一
九
七
四
、
二
一
一
頁
）、
そ
れ
は
「
の
ぼ
る
」
と
あ

れ
ば
上
昇
調
、「
く
だ
る
」
と
あ
れ
ば
下
降
調
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
中
位
の
高
さ
を
基
準
と
し
て
、「
の
ぼ
る
」

が
よ
り
高
位
に
は
じ
ま
る
音
調
を
あ
ら
わ
し
、「
く
だ
る
」
が
よ
り
低
位
に

は
じ
ま
る
音
調
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
契
沖

や
宣
長
の
四
声
認
識
が
継
承
さ
れ
ず
、「
上
声
」
は
「
の
ぼ
る
」
の
だ
か
ら

上
昇
調
、「
去
声
」
は
「
く
だ
る
」
の
だ
か
ら
下
降
調
と
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

宣
長
没
後
の
門
人
と
さ
れ
る
伴
信
友
の
『
仮
名
本
末
』（
下
巻
三
一
オ
、
勉

誠
社
文
庫
63
一
九
七
九
に
よ
る
）
に
載
せ
ら
れ
た
「
四
声
点
図
」
は
、
文
字
一

字
に
見
立
て
た
四
角
形
左
辺
の
上
中
下
の
位
置
に
「
上
、
平
、
去
」
を
こ
の

順
に
並
べ
た
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
上
平
去
の
位
を
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定
て
。
訓
を
注
せ
る
片
假
字
の
字
ご
と
に
。
左
旁
に
朱
點
を
施サ

し
た
り
。
今

其
點
圖
を
作
り
て
こ
こ
に
あ
ぐ
」（
三
〇
ウ
）
と
い
う
が
、
こ
の
と
き
信
友
の

脳
裏
に
契
沖
、
宣
長
の
四
声
認
識
が
あ
っ
た
と
み
れ
ば
、
か
か
る
点
図
を
描

い
た
と
し
て
も
な
ん
ら
不
思
議
は
な
いＢ
。

　

以
上
、
近
世
の
四
声
認
識
に
つ
い
て
、
宣
長
を
め
ぐ
っ
て
契
沖
、
文
雄
と

比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
、
こ

れ
ま
で
四
声
観
、
ア
ク
セ
ン
ト
観
と
い
う
と
き
に
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
そ

れ
が
文
字
を
単
位
と
す
る
も
の
か
、
語
を
単
位
と
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
ば

か
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
配
慮
し
て
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
四
声
観
と

は
い
わ
ず
に
、「
四
声
に
つ
い
て
の
認
識
」、
縮
め
て
「
四
声
認
識
」
と
呼
ん

だ
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

注（
１

）　

大
野
晋
（
一
九
六
八
）
に
よ
る
。

（
２

）　

…
宣
長
ノ
発
音
ニ
於
ケ
ル
「
橋
」「
端
」「
箸
」
ノ
あ
く
せ
ん
と
ハ
、
大
体
現

時
ノ
東
京
・
山
口
ニ
オ
ケ
ル
モ
ノ
ト
同
様
デ
ア
ツ
タ
ト
考
ヘ
ラ
レ
ル
。
之
ヲ
ソ

ノ
他
ノ
例
ニ
及
ボ
シ
テ
考
ヘ
ル
ニ
、「
弦
」（
平
）「
釣
る
」（
上
）「
鶴
」（
去
）

ハ
…
…
コ
レ
亦
現
今
ノ
東
京
あ
く
せ
ん
と
ニ
一
致
ス
ル
。（
有
坂
一
九
六
四
、

二
八
頁
）

（
３

）　

林
史
典
（
一
九
八
一
）
に
は
、『
指
要
録
』
の
「
稿
成
っ
た
の
は
最
晩
年
、

お
そ
ら
く
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
か
ら
歿
年
（
宝
暦
十
三
年
〈
一
七
六
三
〉）

に
至
る
四
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
刊
、
勉
誠
社
文
庫
91
に
よ
る
。

（
４

）　

新
村
出
（
一
九
〇
六
）
な
ど
を
参
照
。

（
５

）　

遠
藤
光
暁
（
一
九
八
九
）
に
よ
る
。

　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
す
る
王
曹
傑
氏
に

よ
れ
ば
、
中
国
に
も
現
代
杭
州
音
の
声
調
に
つ
い
て
優
れ
た
研
究
の
蓄
積
が
あ

る
由
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
報
告
さ
れ
た
結
果
か
ら
み
て
も
、
お
よ
そ
は
右
の

よ
う
な
解
釈
を
し
て
誤
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
６

）　

文
雄
の
見
た
「
仮
名
遣
大
概
」
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
正
確
に
は
分
か
ら

な
い
が
、
た
と
え
ば
左
の
よ
う
な
も
の
が
参
考
と
な
ろ
う
。

『
五
十
言

い
ろ
は
假
名
遣
大
概
』（
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館 

千
厓
文
庫　

写
一
冊
）

漢
土
に
て
は
平
上
去
入
と
四
つ
に
わ
か
れ
と
皇
國
に
て
は
平
上
去
に
て

の
ほ
ら
す 

く
た
ら
さ
る
を
平

の
ほ
る
を
上　

く
た
る
を
去

右
の
と
ほ
り
に
て
入
と
い
ふ
は
な
し　
　

た
と
へ
は

　
　

お
ほ
う
し 

平　
　
　

お
ほ
や
ま 

上　
　
　

お
ほ
野 

去

か
く
の
こ
と
な
か
ら 

み
つ
と
も
に
お
の
か
名
な
り
と 

谷
川
う
し
の
い

は
れ
し 

さ
も
有
ぬ
へ
し

　
　

橋
（
朱
）
ハ
シ 

平　
　

端 

上　
　

箸 

去

　
　

晝
（
朱
）
ヒ
ル 

平　
　

簸 

上　
　

蛭 

去

　
　

蚊
（
朱
）
カ
ヤ 

平　
　

榧 

上　
　

茅 

去 

余
は
准
し
て
し
る
へ
し

（
７

）　

文
雄
が
、
四
声
そ
れ
ぞ
れ
の
調
値
は
「
平
」「
上
」
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
声

調
と
同
じ
だ
と
い
う
の
に
対
し
て
、
宣
長
は
、「
其
聲
各
其
名
ノ
如
ク
シ
テ
」

と
述
べ
て
、「
平
」「
上
」
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
字
義
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
８

）　

前
田
富
祺
（
一
九
六
二
）
に
「
平
声
の
中
に
平
声
軽
と
い
う
下
位
区
分
が
あ

る
と
考
え
た
か
ら
平
声
の
軽
を
も
平
声
で
代
表
し
た
の
で
あ
る
」（
五
一
頁
）

と
あ
る
。

（
９

）　

た
だ
し
「
直
ぐ
に
」
だ
け
で
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
「
高
く
平
ら
に
発
音
さ
れ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
す
る
と
こ
ろ
は
、「
高
く
」
と
ま
で
は
言
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
直
ぐ
に
」
は
た
だ
「
ま
っ

す
ぐ
に
」「
平
直
に
」
の
意
味
に
理
解
す
べ
き
も
の
で
、「
平
ヨ
リ
上
ニ
移
ニ
ハ

平
ヲ
下
テ
曰
ヒ
上
声
ヲ
直
ク
ニ
可
曰
」
と
は
「
…
…
平
を
下
げ
て
上
声
を
平
ら

に
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
開
合
名
目
抄
』
に
は
同
じ
と
こ
ろ
に
、
た
と

え
ば
「
平
ヨ
リ
入
声
（
ニ
）
移
ニ
ハ
平
モ
入
モ
倶
直
ク
ニ
可
曰
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
も
「
平
ら
に
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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（
10
）　

新
井
弘
順
（
一
九
九
六
、
一
九
頁
）
の
「
図
30
」
を
参
照
（
左
上
に
掲
載
）。

「『
音
律
肝
要
』
南
北
朝
頃
写　

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
」
と
説
明
が
付

さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　

伴
信
友
の
四
声
点
図
（
右
下
に
掲
載
）
は
、
早
く
金
田
一
（
一
九
四
二
＝
二

〇
〇
一
、
一
〇
八
頁
）
に
お
い
て
、
そ
の
難
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

こ
れ
が
契
沖
、
宣
長
の
所
説
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ま

だ
言
わ
れ
た
た
め
し
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
新
村
出
（
一
八
九
七
＝
一

九
七
一
、
五
二
〇
頁
）
は
、
こ
の
四
声
点
図
を
掲
げ
て
「
其
音
点
に
随
ひ
て
其

言
を
唱
へ
試
む
る
に
、
今
の
京
言
の
如
し

0

0

0

0

0

0

0

」
と
述
べ
て
い
る
。
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叢
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史
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学
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験
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摩
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九
七
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九
〇
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集
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九
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史
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伐
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前
田
富
祺
（
一
九
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二
）「
契
沖
の
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ト
観
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研
究
』
四
〇

馬
淵
和
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九
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八
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の
音
韻
の
変
遷
」『
国
語
教
育
の
た
め
の
国
語
講
座
』

第
二
卷 

朝
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書
店

　

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究（
Ｃ
）18K

00625

）

お
よ
び
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助
成
費
（
基
礎
助
成2018K

│062

）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
引
用
し
た
本
文
は
、
と
く
に
記
さ
な
い
か

ぎ
り
、
主
と
し
て
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
の
版
本
に
よ
っ
た
こ
と
を
申
し
添
え

る
。

「
覚
意
の
五
音
博
士
」

伴
信
友
の
四
声
点
図

羽

徴

角

商

宮

上

平

去


